
ストック効果

開発ポテンシャル
向上に貢献

地域開発と名阪国道
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伊賀地区には他地区に比べて“民間企業”が
積極的に工業団地を開発

伊賀地区は民間開発による工業団地
が非常に多い（市場性の高いエリア）

 開発主体別工業団地数

可住地※あたりの工業団地面積

※出典：三重県工業団地一覧（三重県）

※三重県ＨＰより
※可住地面積：県の総面積から林野面積と主要湖沼面積を除いた面積

・名阪国道の沿線は、立地する企
業にとって物流・通勤において大き
なメリットになっています。
・名阪国道のおかげで、大阪・名古
屋両方面へ優位な交通条件とな
り、民間企業による工業団地の
開発が盛んに行われています。

伊賀市商工労働課の企業立地担当者より

名阪国道沿線の工業団地

伊賀地区の工業用地に適した区画の空き区画は残り僅か

工業団地面積（ha）
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伊賀地区の工業団地は
北勢地区と同程度の集積

（1832.6ha） （1113.9ha） （70.3ha） （30.5ha）（716.9ha）

主要工業団地における本社所在地

工業団地面積（ha）
可住地面積（km2）

名阪治田インター工業団地

伊賀地区には他地区に比べて“民間企業”が積極的に工業団地を開発

名阪治田インター工業団地と隣接工業団地




